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　近年のMRIの技術革新には目覚ましい
ものがあり，従来の形態診断は，より精
緻で高分解能な画像を用いた，マクロ病
理所見に迫る高い精度の診断が可能となっ
てきている。一方，組織の拡散や灌流の
状態，磁化率の変化，血流の分布と組織
の血行動態，さまざまな代謝物の定性的・
定量的な評価など，MRIやPETによる機
能診断的なアプローチを相補的に用いる
ことにより，病理組織学的所見を反映し
た質的診断や治療方針の決定，治療効果
および予後予測への応用が期待される。
さらに，これらの形態画像および機能画
像のデータをテクスチャ解析などの画像解

析のテクニックを用いて処理することによ
り，腫瘍内部の“不均一性”を定量的に
評価するなど，新たなバイオマーカーとし
ての可能性も検討されている。そして，
radiomics/radiogenomicsに応用するこ
とで，患者単位もしくは病変単位での個
別化した診断と治療の適正化に結びつい
ていくという，画像診断における大きな潮
流が感じ取れる。今回の特集では，骨盤
内女性臓器疾患におけるさまざまな機能
イメージングの最新動向と，radiomics/
radiogenomicsの現状と展望について，
エキスパートの先生方にご執筆いただいた。

機能イメージングの�
最新動向

　機能イメージングの中でも，拡散強調
画像は婦人科領域においても必須のシー
ケンスと位置づけられた感があり，ADC
値は代表的なバイオマーカーとして，治
療効果の判定や治療効果および予後予
測に多くの検討が行われている1）〜3）。ま
た，intravoxel incoherent motion

（IVIM）の手法を導入することにより，
組織の灌流の情報も同時に評価が可能
となってきた。表面コイルの進歩や短時
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骨盤内女性臓器疾患における 
機能イメージングの可能性

骨盤内女性臓器領域の画像診断は，MRIやCT，PET（PET/CT，PET/
MRI），超音波診断装置が用いられていますが，なかでも被ばくがなくコントラ
スト分解能の優れるMRIは主役と言えるモダリティです。近年のハードウエア・
ソフトウエアの進歩によって形態画像だけでなく，機能画像も得られ，腫瘍の
評価や治療方針の検討，治療効果の判定などが行われるようになりました。一
方で，PETも，PET/MRIの登場や新たなトレーサーの開発が進められ，今後
モダリティの選択に影響を与えると思われます。さらには，遺伝子情報などに
よるradiomics/radiogenomicsも，骨盤内女性臓器領域の画像診断への応用
が期待されます。そこで，本特集では，骨盤内女性器領域における機能イメー
ジングについて，現状や臨床的有用性，今後の展望をご報告いただきます。
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